
九州電力グループは、環境保全を経営の重点課題として位置

付け、事業活動全般にわたって、事業活動と環境を両立する

「環境経営」を推進しています。

本資料は、当社グループの環境への取組みを詳細にご紹介し

た「2012 九州電力 環境アクションレポート※」の概要版と

して作成しました。

※：当社ホームページ（http://www.kyuden.co.jp＞原子力・環境・エネルギー
＞環境への取組み＞九州電力環境アクションレポート）で閲覧可能のほか、
ホームページ上もしくはお電話（地域共生本部 環境計画グループ092-726-1531）
で冊子をご請求いただくことができます。

2012 九州電力
環境アクションレポート



九州電力グループ環境憲章

～環境にやさしい企業活動を目指して～

１ 地球環境問題への適切な対応と資源の有効活用に努め、未来につな

げる事業活動を展開します。

２ 社会と協調し、豊かな地域環境の実現を目指した環境活動に取り組

みます。

３ 環境保全意識の高揚を図り、お客さまから信頼される企業グループ

を目指します。

４ 環境情報を積極的に公開し、社会とのコミュニケーションを推進し

ます。

九州電力グループは、持続可能な社会の実現を目指して、

グローバルな視点で地球環境の保全と地域環境との共生

に向けた取組みを展開します。

2008年4月 制定

－九州電力のＣＯ２排出状況（2011年度）－

・ 販売電力量あたりのＣＯ２排出量（ＣＯ２排出係数）

0.503kg-CO2/kWh［1990年度比＋16％］

・ ＣＯ２排出量

4,300万ﾄﾝ［2010年度比＋1,250万ﾄﾝ］

福島第一原子力発電所の事故の影響に伴う原子力発電所の
運転再開延期等により、火力発電量が大幅に増加したため、
ＣＯ２排出量は2010年度から大きく増加しました。

【風力】 ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社の長島ｳｨﾝﾄﾞﾋﾙ㈱
長島風力発電所 （鹿児島県長島町）

【太陽光】 メガソーラー大牟田発電所
（福岡県大牟田市）

【地熱】 八丁原発電所
（大分県玖珠郡九重町）

【ﾊﾞｲｵﾏｽ】 苓北発電所 （熊本県天草郡苓北町）
（写真右上：石炭と混ぜられた木質チップ (破砕前)）

◇ 九州電力における風力・太陽光発電の設備導入量
（単位：万kW）

再生可能エネルギーの積極的な開発・導入を進めています。

国産エネルギーの有効活用と地球温暖化対策の観点から、

風力・太陽光・バイオマス・水力・地熱などの再生可能

エネルギーの積極的な開発・導入を進めています。

このうち、風力及び太陽光については、2020年度まで

に設備量で合わせて300万kW（昨年度計画から＋50万

kW拡大）の導入に向けて取り組んでいます。

当社の販売電力量は全国の約10％であるものの、自然条件に恵まれていることや、これまで再生可能エネルギーに
積極的に取り組んできた結果、風力は全国の約15％、太陽光は約20％、地熱は約40％が導入されているなど、九州
地域は、再生可能エネルギーの導入が進んでいます。

（注１）数値は他社との余剰電力契約分を含む。

（注２）四捨五入により合計が合わないことがある。

１

ご家庭での電気のご使用(1か月)によるＣＯ２排出量の計算方法

電気のご使用量 ＣＯ２排出係数 ＣＯ２排出量

ｋＷｈ × 0.503 ＝ ｋｇ



社内の節電・省エネに徹底して取り組んでいます。

当社では、これまでも積極的に

“省エネ”への取組みを進めて

きましたが、厳しい電力需給等

を踏まえ、昨夏から継続して、

従来の省エネから更に踏み込ん

だ“節電”に徹底して取り組ん

でいます。

主な節電への取組内容(2012年度夏季）

室温
(空調)

・28℃から段階的に＋１℃程度

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞの拡大(襟付ﾎﾟﾛｼｬﾂ等)

照明
・照明間引き率50％以上

・日中(晴天時)は可能な限り消灯

ＯＡ
機器

・省エネモードの活用

・不使用時のプラグ抜き徹底

その他

・昼休み時間の変更

・給湯器・冷水機等の停止

・エレベーターの間引き運転

・上下５階は階段を利用

照明間引きを行った執務室内

◇ 全社オフィス電力使用量の削減実績※ （単位：百万kWh）

（注）四捨五入により、電力使用量の差と削減率は一致しない。

※ 発電所や研究所など、オフィスのみの電力量が把握できない事業所を除く。

廃棄物をできるかぎりゼロに
する活動を展開しています。

火力発電所から発生する石炭灰などの産業廃棄物や、

オフィス活動に伴う古紙などの一般廃棄物について

は、発生量の抑制（Reduce：ﾘﾃﾞｭｰｽ）、再使用

（Reuse：ﾘﾕｰｽ）、再生利用（Recycle：ﾘｻｲｸﾙ）

の３Ｒを徹底しています。

◇ 産業廃棄物の発生量とリサイクル量

回収した古紙で作った製品

みやざきﾊﾞｲｵﾏｽﾘｻｲｸﾙ発電所
(宮崎県児湯郡川南町)

(右上写真：肥料の原料とする焼却灰)

グループ会社のみやざきバイオマス
リサイクル㈱は、鶏ふんを燃料とした
国内最大級のバイオマス発電所です。

バイオマスは再生可能エネルギーで
あり、焼却灰も肥料の原料として有効
利用しているため、地球温暖化防止と
循環型社会の形成に貢献しています。

～“鶏ふん”で発電！～

地域の皆さまと一体となった
環境活動に取り組んでいます。

2001年度から10年間で100万本の植樹を達成した

「九州ふるさとの森づくり」や、保育園などで環境紙

芝居の読み聞かせを行う「エコ・マザー活動」などを

九州の各地で展開しています。

回収した古紙の一部は、
グループ会社の九州環
境マネジメント㈱でコ
ピー用紙等に再生され
ています。

古賀市10万本ふるさとの森づくり
（福岡県古賀市）

実施日：2002年3月9日
本数：5,000本 参加者：約1,100人

｢女子畑いこいの森｣(大分県日田市)
での自然観察会

かすみ保育園 エコ・マザー活動
（鹿児島県鹿児島市）

～ 九州ふるさとの森づくり ～

地域の皆さまと一緒になって
植樹や育林活動(下草刈)を行う
｢九州ふるさとの森づくり｣を、
2001年度より展開しており、
これまでの11年間で約114万本
を植樹、約14万名の方にご参加
いただいています。

【エコ・マザー活動】

保育園などで、エコ・マザー(地域
のお母さま方)が環境紙芝居の読み聞
かせ等を行い、環境に配慮することの
大切さを分かりやすくお話しする活動
を2003年度から実施しており、これま
での9年間で約2,200回実施、約15万名
のお子さまや保護者の方々にご参加い
ただいています。

２

このほか、大気汚染対策や化学物質の適正管理・処理による地域環境の保全、環境に関する研究・開発の推進
に加え、環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の的確な運用など、九州電力グループ一体となって、環境負荷
の低減に向けた取組みを着実に進めています。

３ ４

【環境教育支援活動】

当社が持つ豊かな自然環境を活用し
た環境教育支援活動を展開しており、
自然観察会のほか、水力・地熱発電所
を見学するエネルギー教室などを、市
民団体の皆さまと協力しながら実施し
ています。

～ 次世代層へのエネルギー・環境教育 ～

当社は、2011年度のオフィス電力使用量を2010年度比で約16％削減しました。また、「きゅうでん家族で取り組む
『夏の節電アクション』」を展開するなど、社員の各家庭においてもこれまで以上の節電や省エネに取り組んでいます。

当社では、産業廃棄物を“出さない”“減らす”こと
に努めるとともに、発生した産業廃棄物は、ほぼ全量
をリサイクルしています。

古紙は、取組みを開始した2002年から継続して100％
リサイクルしています。

当社は、地域社会の一員として、これまでもこれからも、
地域の皆さまと一体となった環境活動を、九州の各地で
展開していきます。



節電にご協力をいただきありがとうございます

昨夏から引き続き、節電へのご協力をいただきありがとうございます。
お客さま方には大変なご不便とご迷惑をお掛けしたことを、心よりお詫び申し
上げます。

特に今夏は、７月２日から９月７日までの２か月間にわたり、一昨年度比で
▲１０％程度以上の使用最大電力の節電にご協力をいただきました。

お陰さまをもちまして、ご心配いただいた計画停電を実施することなく、
電気をお届けすることができました。改めて厚くお礼を申し上げます。

～ ご家庭における節電の取組みのポイント ～

[作成] 九州電力株式会社 地域共生本部 環境計画グループ

〒810-8720 福岡市中央区渡辺通2-1-82  TEL:092-726-1531  FAX:092-761-7368 


